








































Marketing Innovation in China 



















































































































































中央レベル 省・市レベル 市・県レベル 
（国務院） 







































－ 5 － 
表１ 主要家電製品の普及推移 
 
1985 1990 1995 2000 2003 
都市 農村 都市 農村 都市 農村 都市 農村 都市 農村 
カラーＴＶ 17 1 59 5 90 17 117 49 136 68 
電機冷蔵庫 7 0 42 1 66 5 80 12 89 16 
洗濯機 48 2 78 9 89 17 91 29 94 34 
注）『中国統計年鑑』各年による。数字は 100世帯当たりの保有台数。 
 



























ひとつで、100 年以上の歴史をもつ鉱工業都市でもある。2006 年、唐山市のＧＤＰは 2,362
億元（およそ３兆５千億円）で、前年比 15％増である（河北省・唐山市［2007］８頁）。天
津市の都心からは 100km、北京からは 150km の距離にある北京首都圏の一角で、環渤海経済


































1956 198元 188元 0.591 － 
1965 241 198 0.630 － 
1975 261 217 0.612 5.64 ㎡ 
1985 744 629 0.546 14.08 
1990 1,692 1,415 0.504 16.44 
1995 4,547 3,799 0.502 18.26 
2000 6,802 5,809 0.356 20.00 
2005 10,488 8,622 0.364 22.37 
注）『唐山市統計年鑑 2006年』などによる。 
 





－ 7 － 
表３ 唐山市・都市住民の主要耐久品普及率（2005年） 単位：％ 
自転車 197 カラーテレビ 136 エアコン 67 
自動車 5 パソコン 36 シャワー 89 
洗濯機 96 システムコンポ 26 掃除機 18 
冷蔵庫 98 ピアノ 2 家庭電話 99 
















マートは深梟だけで、96年の「湖景店」を皮切りに、2007年 1 月現在 13 店をもち、カルフー































































































現在約 150㍍の道路西側に 170店 東側に 97 店あり、衣料品以外はすべて扱っている。衣料
品は、大通り「文化路」を挟んで煤医道の延長線上に集積し、午後になると次々と店開きす
るので、両方あわせると総合市場ということになる。現在では政府による営業時間の制限は



























体では約 25 カ所開設されている。営業時間はＡＭ8:00～ＰＭ8:00 であるが、お客で賑わう
のはＡＭ10:00～12:00とＰＭ4:00～6:00である。青果業者は産地から直仕入、精肉業者は国
の指定業者から仕入れて、主に消費者に販売している。ただし、１割は飲食業など業務用の
売上である。米穀は 25㎏袋入りが、25元（10kg当たり約 150円）と格安であった。 
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農民が物々交換する程度になった。第 11 期３中全会（1978 年共産党中央委員会第３回総会）
から再び発展が始まる。この地域では改革開放されるや、人工皮革の鞄、マットレス用バネ、
ベルト、財布、身の回り品などの手工業が次々に起こった。84年、鎮の中心部に居住する人
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に据え街路を整備、91 年、県の工商局が 20,000 平方㍍の小商品市場を設立するなど政府の
支援があったことなどがあげられる。 














































































































－ 16 － 
少ない指標のひとつである。 
 




対前年比 市区注） 前年対比 ８県注） 対前年比 
1960 38,758 98.1 24,718 99.0 14,040 96.5 
1965 38,413 100.3 24,344 98.6 14,069 103.5 
1970 43,584 106.9 27,202 108.6 16,382 104.3 
1975 66,116 106.1 42,037 103.8 24,079 110.3 
1980 116.305 118.7 69,721 115.7 46,584 123.6 
1985 235,571 120.8 148,790 123.3 86,781 116.8 
1990 480,257 97.1 303,571 95.6 176,686 99.8 
1995 1,482,608 125.0 911,820 126.1 570,789 123.1 
2000 2,585,226 110.5 1,349,589 108.8 1,235,646 112.4 
2001 2,838,578 109.8 1,454,847 107.8 1,383,731 112.0 





 唐山市の小売総額は政治的動乱の影響で、1990 年はマイナス成長であったが、91 年にプラ
スに転じ、それ以降は 2001 年を除いて、05 年まですべて２ケタ成長である。特に、95－6
年はそれぞれ 30％、25％も伸びている。 











約 90 億元を上回り、消費財の小売総額の 25％を占めた。2005年、限額以上の小売企業（従
業員数が 60 人以上、年間販売額が 500万元以上）は 84社で、うち私営企業は 30 社である。 
 ここⅣでは、唐山市を代表する小売企業、特に百貨店とショッピングセンター、そして次
のⅤでは、総合超市、超市などのチェーンストアのいくつかの発展ぶりを考察し、流通近代




表５ 唐山市の限額以上の小売企業（2005年）            単位：万元 
 企業数 仕入総額 販売総額 （卸） （小売） 年末在庫 
総計 84 895,706 1,011,954 441,967 569,986 84,741 
国有企業 12 31,498 51,576 10,920 40,655 2,653 
集団企業 9 15,584 16,831 8,764 8,067 1,279 
股簡合作企業 5 53,666 40,855 3,081 37,774 4,756 
有限責任公司 22 299,775 378,447 98,604 279,843 33,706 
股簡有限公司 6 22,702 25,659 2,262 23,397 1,408 
私営企業 30 472,480 498,586 318,335 180,250 40,957 
①私営独資企業 5 32,314 34,743 7,717 27,026 2,863 
②私営共同企業 1 7,657 7,613 4,701 2,912 44 
③私営有限責任公司 23 426,877 450,446 305,917 144,529 36,060 
④私営股簡有限公司 1 5,632 5,784 － 5,784 1,990 






















－ 18 － 












 2004年になると、まず豊潤区（路北区の北西部）の「唐山百貨店」を 3,000 万元で買収し、
売場面積を２倍の２万㎡に拡張、現在では豊潤区最大のショッピングセンターとなっている















 従業員数は 11,000 人のうち、現役従業者が 8,400 人、退職者が 2,658 人、総経営面積は
22万平方㍍、商品は 22万品目を取り扱っている。2005 年の販売額は 17.5億元（前年比 25％
増）、実現利益は 2,800 万元（同 55.5％増）である。ここ数年河北省では、連続して販売額、
利益、納税額など主要な経済指標において上位にあり、全国小売の百強企業で 81位にランク
された。2006年売上 20％アップ、利潤は 50％アップを見込んでいる。 

















































市内に 1 号店を開店以来、3,000－5,000 ㎡の店舗規模で４店舗もつ。出店基準は、商圏人口と所









































































































テナント・ミックスは年２回（５月の小変更と 10 月の大変更）調整、2006 年も２回実施し
て、20－25％を入れ替えている。現在、テナント総数は 240で、従業者は正社員は 160名、
派遣店員は 300 名の合計 460 名である。 



























「百貨大楼」グループ内には総合超市（売場面積約 10,000 ㎡）が３、超市（300～400 ㎡）
が２の計５店舗ある。総合超市として「八方超市」は唐山市でナンバーワンの地位にある。 
 









－ 24 － 
 現在の従業員は 300 人のパートを含み 1200 人、2006 年の売上５億元（前年比 40％増 ）、超












































































































る。劉は 1953 年生まれ、大学で中国文学を学び、82 年、野菜公司「超庄商城」の経理に就
任した経歴をもつ。2005年の年間販売額は 8.4億元、社員数は 2,200 人、総資産額は 1.2 億
元である。 





－ 27 － 












をみると、1990 年 0.8 億元、95 年 1.2 億元（１店舗）、98 年に店舗が増加し３億元になり、


































石家荘ではコンビニエンス・ストアも展開している。従業員数は 10 店舗で 4,000 人で、06
年の売上高は 14億元（05年は 9億元）に達している。 


























































 唐山市には現在、卸事業所数はおよそ 28,200で、そのうち限額（年商 1000万元）以上の































20～25％   百貨店 
 本社  30～35％ 
ハイアール    販売会社    専売店    鎮の販売店    村の販売店 
（商流推進本部）     （42） （約 2000） 











－ 31 － 
（１）匯旺行
フイワンハン
 唐山市匯旺行工貿有限公司（以下「匯旺行」）は、現総経理の李 国傑が、1996 年、資本
金 100万元で設立した、現在唐山市でナンバーワンの加工食品卸である。李は、76年、河北
省を襲ったマグニチュード８の大地震のあと、国有の「糖酒卸公司」に運転手として就職し




























 創業時の資本金は 100万元だったが、2006年末には 1,500万元、07年 3月には 2,100元に
増資、およそ 10年間で 20倍以上に増えている。売上は毎年 18～22％のペースで増加してお




 得意先はチェーン経営形態の小売店が中心で、小売商が 80％、卸商が 20％、小売商の内訳 


























































































































 年間売上高は毎年前年比で 50％アップを目標としているが、2005年は好調で 70％も上昇、
06 年は 2,000万元（約３億円）を予定している。05 年における仕入先は 41社、アイテム数
は 540である。販売先はスーパ （ー総合超市と超市）の約 500 店舗と２級卸約 170 社である。
唐山市内に副食品卸は 300～400社存在するが、その中でも「常禄」が断然トップであり、市
場占有率は 90％とのことである。05年の従業員数は 39 人、月給総額は４万元なので、従業
員の平均月給は日本円でおよそ 15,000 円である。06 年の調査では、仕入先は 38 社に減り、
得意先はスーパーの約 500店舗は横這いであるが、２級卸は約 200社に増加している。従業
































































庶民の手になかなか届かない。そこで 2007年の 6月から 9月にかけて、自ら製品企画を立て、
信頼できるメーカー・工場で缶詰・瓶詰めと調味料を「常禄」ブランドで生産し、商品化す


















































































【2006年８月】 家世界唐山路北店店長 張 涛 
唐山市日本事務所副所長 江 興民 唐山市常緑商貿総経理 鴻 長緑 
唐山市商務局局長 王 希如 唐山ハイアール工貿営業部長 段 永坤 
同副局長 勾 国慶 唐山ＴＣＬ市区業務部 孟 剛 
同副局長 張 知宝 三利国際執行総経理 朱 民偉 
同市場運行調節処所長 劉 紹先 唐山市匯旺行工貿総経理 李 国傑 
唐山百貨大楼集団董事副総裁 王 維柯  
同副部長 鞏 君 【200７年３月】 
鴉鴻橋鎮政府長 張 建奎 唐山市商務局市場運行調節処所長 劉 紹先 
同市場管理所主任 張 国慶 八方購物市場副総経理 王 力生 
唐山蘇寧電器総経理 白 秀 唐山市路北区局長 高 建国 
唐山国美電器総経理 雷 鳴 同副局長 柳 水 
 機場路街道事務所書記 馮 俊利 
【2006年 12月】 煤医道駐屯事務所副主任 王 偉 
唐山市商務局市場運行調節処所長 劉 紹先 唐山市供応商協会主任 趙 宏春 
同改革発展処所長 賈 俊龍 唐山市匯旺行工貿総経理 李 国傑 
唐山華盛超市董事 魏 魯辰 保龍倉唐山店長 于 文建 































































Preston, Lee E., “Marketing Organization and Economic Development,” (Louis P. Bucklin, 
ed., Vertical Marketing Systems, Scott Foresman). 
 
◎本研究は、文部科学省・平成 18年度・科学技術研究費補助金「基礎研究（Ｂ）」（研究課
題「アジアにおける流通国際化プロセスの研究」、研究代表者は法政大学大学院イノベー
ション・マネジメント研究科教授・矢作敏行）による研究成果の一部である。 
